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[bookmark: _Hlk47806053]全国の中央市場の現状と課題について、表 9のとおり整理する。
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取扱数量の減少
中央市場全体の最も大きな課題として、図 15の取扱実績の推移に示すとおり、取扱数量の減少が挙げられる。
国内の農産物・水産物の生産量については、農業漁業従事者の高齢化や担い手不足、水産物に限って言えば資源量の低下が要因となり、低下の一途をたどっている。このような状況から、卸売市場では集荷力を向上させることが課題となっており、他市場より価格形成や品質管理、流通コストなどで出荷者にとって魅力のある市場となることが対策として必要となってくる。
また、取扱数量が減少しているため、周辺の卸売市場と連携あるいは集約化し、大型車両への対応や保管機能を充実させるなど、効率的な流通を行う拠点的な市場となるよう取り組んでいくことも必要である。
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[bookmark: _Ref48588500]図 15　中央卸売市場の取扱実績の推移
資料：農林水産省「平成30年度　卸売市場データ集」より流通研究所作成



食品衛生法の改正
令和2年6月1日に施行された食品衛生法の改正について、HACCPに沿った衛生管理が制度化され、原則としてすべての食品事業者は一般衛生管理に加え、HACCPに沿った衛生管理の実施が求められることとなった。
青果・水産物を扱う卸売市場の関係事業者は、取り扱う食品の特性に応じた「HACCPの考え方を取り入れた衛生管理」に対応する必要があり、部類ごとに公開されている手引書に則って、遅くとも令和3年6月までに導入する必要がある。
厚生労働省によると、HACCP制度導入において新たな設備投資は原則不要で、危害要因を明確にした重要な管理項目の記録化を求めている。しかしながら、図 16に示すとおり食品製造業では22.5%しか導入が進んでいない状況である。
また、食品衛生法の改正には、安全・安心な食への社会的な要請が背景にあり、HACCPへの対応と併せて、閉鎖型施設による高温・多湿への配慮や防虫・防塵・防鳥への対応、コールドチェーンによる品質管理などへの対応が課題として挙げられる。中央市場における低温卸売場の整備状況は青果部で18％、水産物部で17％と1/5以下の状況である。（農林水産省調べ、平成27年度末時点。）
HACCPへの対応については必ずしも施設整備が必要なわけではなく、ソフト面での対策であるが、高度な衛生管理をするためには閉鎖型の施設や仲卸店舗の間仕切りなどの整備が今後必須になってくると考えられる。
コールドチェーン導入に関しては、衛生管理含め対応できるため閉鎖型の施設が望ましいが、閉鎖型にしない場合であれば、低温売場の整備、冷蔵庫の整備、施設空調の排熱対策等が必要となってくる。また、費用対効果を考え、低温管理が必要な品目を検討し、最適な規模の施設整備や、効果的に温度帯を仕切れる工夫をするなどの考慮が必要となってくる。
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[bookmark: _Ref48643962]図 16　食品製造業におけるHACCP導入状況（回答全業種）
資料：農林水産省「食品製造業におけるHACCPに沿った衛生管理の導入状況実態調査」（令和元年度）より流通研究所作成

非効率な場内流通・取引体系
再整備が完了していない中央市場の多くは開設から40～50年経過しており、開設当初と求められている機能や規模が異なってきていることから、市場全体の機能が陳腐化している、あるいは後付けで卸売棟の周辺に配送センターや加工場、冷蔵庫・保管庫等を設置しているため、動線が錯綜している市場が多い現状である。
現在の市場に求められる場内物流動線は荷卸し→卸売場→仲卸売場（分荷）→加工→保管→出荷という流れであるが、再整備前の市場ではこの流れのとおり荷が一方行に流れることが難しく、フォークリフトやターレが錯綜している状況が顕在化している。この場内物流の改善という課題に対して、施設を再整備して現在の物流動線に則した施設配置が求められているほか、最新のICT／IoT技術を活用した自動運搬装置や立体倉庫、自動ロボットによる効率的な場内物流の導入が求められている。
また、取引についても図 17に示すとおり卸売市場では電話・FAXによる取引が通例で、アナログ的な作業により、事務作業の効率化が図れていない課題を抱えている。これらの課題解決には産地、あるいは実需者と連携した情報のプラットフォームとなり得るシステムの導入が必要であるが、多数の事業者が関係する卸売市場で一元的なシステムを導入するには、合意形成や各社の業務形態に沿った要件定義を揃える面での難しさを抱えている。
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[bookmark: _Ref48643199]図 17　卸売市場を取り巻く情報環境の現状
出典：農林水産省「卸売市場を含めた流通構造について」（H29.12）



物流業者の荷受作業・待機時間の長期化
働き方改革関連法が平成31年4月より施行され、全日本トラック協会からトラック運送業界の働き方改革実現に向けたアクションプランが策定されるなど、労働生産性の向上を目的として、荷待ち時間、荷役時間の削減や効率的な運送など、長時間労働への対策がなされている。
農水産物の物流は主にトラックによる輸送が大半を占めており、図 18に示すとおり、他の品目と比較しても拘束時間が長いのが特徴である。卸売市場では、品目ごとに荷を降ろす場所が異なるなど、場内での横持ちでも荷受に時間がとられるようなケースもあり、農水産物の輸送において、物流業者の労働時間の負担改善が課題となっている。
課題を解決するためには、産地での集荷の効率化、混載による積載率の向上の他、市場として対応できる対策として、一度に大量の荷を降ろせるような荷捌きバースを設ける、あるいは市街地の市場まで運搬するのではなく、物流面で好立地な拠点的な市場で荷を一度受け、そこから近距離で転送する等、拘束時間を削減するような対策が必要となってくる。
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[bookmark: _Ref50050129]図 18　輸送品類別拘束時間内訳
出典：国土交通省「トラック輸送状況の実態調査」（平成27年）


消費者・実需者ニーズの多様化
消費者・実需者のニーズは多様化しており、HACCPやコールドチェーンなど、品質管理に関する要望については、前述したとおりであるが、実需者側のニーズとして、卸売市場での保管・加工・配送センター機能の充実が求められている。
中央市場における保管及び輸送施設の整備状況、加工施設の種類を図 19にそれぞれ示す。青果・水産物においては貯蔵・保管施設を有している市場はほぼ100％である一方、配送センターについては設置率が32％にとどまっている。
加工・パッキングへの対応としては、量販店等もバックヤードの場所・労働力不足から、青果でいえば袋詰めやカット加工、水産物でいえば内臓・ウロコ処理や三枚おろしといった需要が高まっており、このような付加価値のある商品の提供が求められている。さらには、図 3に示すとおり、食料品の最終消費額の推移から加工品が半数を超えていることから、サラダパックや総菜の下処理、刺し盛やチルド加工といった高度な加工にまで広げていくことも、今後市場の競争力強化には欠かせなくなると考える。
また、保管機能を充実させ、卸売市場で需給調整することで安定した商品供給を実現することも、多様化している実需者へのニーズに応える新たな役割として期待されている。
消費者からはトレーサビリティの観点から生産者情報や生産履歴が安心・安全につながるという意向が高まっており、図 20に示すとおり、消費者の生活全般や消費生活における意識や行動の中で、食品の安全性への関心が約7割と最も高い状況である。直売や産地直送による販売は中間流通がないため、情報提供も容易で生産者情報や生産履歴を掲示している場合も多いが、卸売市場の場合は、図 17に示すとおり、産地からの情報が卸売業者・仲卸業者と断絶しやすい状況であるため、それらを結ぶ情報のプラットフォームが必要となる。
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[bookmark: _Ref48661504]図 19　中央卸売市場における加工・調製、保管・配送施設の整備状況
出典：農林水産省「多様化するニーズへの的確な対応」（H26.11）



























[bookmark: _Ref48649664]図 20　消費者問題に対しての関心
出典：消費者庁「消費者意識基本調査」（平成30年度）

施設の老朽化
表 10に示すとおり、全国でも有数の取扱数量を誇る中央市場でも開設から年数が経過して施設の老朽化が進み、再整備が必要な市場は多く存在している。市場の施設規模によっても異なるが、再整備が完了した市場によると、建設費だけでも数百億円程度かかる例もある。開設者にとっては再整備の財政負担が課題となり、市場法改正も伴って、公的資金の投入の理由付けが必要となってくる。
1章でも述べたとおり、卸売市場はいまだ食品流通の核となる機能を有しており、府民の食の安定供給を支えるという公益性が高いことを念頭に置き、再整備の際には民間資本活用の導入を含めた検討を進めることで、ライフサイクルコストを含めたコスト低減を図り、合理的な手法を検討していく必要がある。
なお、地方市場では指定管理者制度を導入している事例も増えてきているが、中央市場では本市場1件であり、PFIの事例も神戸市場1件にとどまっている。民間資本活用の導入が進まない背景としては、市場運営に対する場内事業者との調整や卸売市場の業務管理の特殊性、市場関係者に根強く残る既得権益、開設者の赤字体質（一般会計の繰入）等が挙げられる。

[bookmark: _Ref48670683]表 10　再整備を実施していない主な中央市場
	市場名
	取扱金額
	主な施設の整備年数
	経過年数

	名古屋市場本場
	1,522億円
	S58年
	37年

	仙台市場
	1,209億円
	S48年
	47年

	大阪府市場
	927億円
	S53年
	42年

	金沢市場
	734億円
	S41年
	54年

	広島市場中央市場
	618億円
	S56年
	39年

	岐阜市場
	578億円
	S46年
	49年

	東京都淀橋市場
	571億円
	S47年
	48年


出典：各市場の市場概要、ホームページ
※再整備計画中の市場を含む


[bookmark: _Toc51667298][bookmark: _Toc52874861]本市場における現状と課題
本市場における現状について、施設の機能別に主に全体配置、1階施設、2階施設の3つに分けて分析した後、全国の中央市場が抱える共通的な内容や本市場特有の施設現状を踏まえた課題について整理する。
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[image: 道路, 屋外, ストリート, シーン が含まれている画像

自動的に生成された説明]ア）南東側の外周通路・駐車帯
· 2車線1方通行の通路の両脇に駐車帯が設けられている
· 場内事業者駐車場側の駐車帯では、大型、小型貨物車が駐車し、積込作業を行っている状況が見られる
· [image: 道路, 屋外, ストリート, シーン が含まれている画像

自動的に生成された説明]緑地側の駐車帯では、大型貨物車、中小型貨物車が駐車し、積込作業を行っているほか、一部一般車両の駐車も見られる
· 通路側に車両を駐車して積込作業を行うなど、通行の妨げとなっている　

イ）青果棟｜場内事業者用駐車場（立体駐車場南東側）
[image: 駐車場に停まっているバス

自動的に生成された説明]業務用車両と一般車両が混在して、駐車している状況が見られる
本来、仲卸業者、買出人のための駐車スペースであるが、場内で勤務する従業員の車両が止められている状況が見られる

[image: 駐車場に停まっているトラック

自動的に生成された説明]ウ）青果棟｜場内事業者用駐車場（立体駐車場北東側）
特定の仲卸業者が仕分・積込作業を行っている状況が見られる
本来、仲卸業者、買出人のための駐車スペースであるが、特定の業者の占有スペースとなっている

エ）青果棟｜大通り（荷降し場）
[image: ]卸売場、仲卸売場の間で荷降しを行っている
荷降しした商品は一旦卸売場に置かれ、その後荷降し場を横断して仲卸売場に移送される状況にあり、動線の交錯が生じている

オ）南東側の外周通路・駐車帯
配送施設周辺で[image: 屋外, トラック, 道路, 建物 が含まれている画像

自動的に生成された説明]大型貨物車への積込作業を行っている状況が見られる




カ）北門周辺
[image: ]北門北西側外周通路に向かうため右折する進入車両と場内の周回車両の交錯が生じ、北門からの進入車両の公道での渋滞が発生している状況が見られる
本来、北門から進入した場合、直進がルールであり、交差部にガードのための縁石等を設置しているが、ルールを守らない車両が発生している



[image: ]キ）南東側の外周通路・駐車帯
仲卸業者の積込作業が常態的に行われている状況が見られる
本来使途が決められていないスペースであるが、既定の場所ではないところで積込作業が行われている

ク）その他
[image: ]青果棟仲卸売場外部壁面や買出人用駐車場（立体駐車場1階）の脇の部分に、仲卸業者の倉庫が設置されている
外周通路の路肩やゼブラゾーンに荷物を仮置きしている状況が見られる
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ア）青果棟｜立体駐車場（1F　買出人用等駐車場）
[image: 道路, 建物, トラック, 天井 が含まれている画像

自動的に生成された説明]仲卸売場と買出人用等駐車場の間の屋外スペースをターレット、フォークリフトが激しく往来している
仲卸業者と買出人の仕分・積込作業が混在している
本来、仲卸業者は各店舗で買出人に向けて商品販売を行っていたが、顧客層の変化、取引形態の変化に伴い、仲卸業者が顧客ごとに仕分けし、各社の配送車に積込み、顧客に届けるという形態に移行しており、仲卸業者の仕分・積込作業のスペースが必要になっている

イ）青果棟｜買荷保管積込所
[image: 道路, トラック, 建物, 荷物 が含まれている画像

自動的に生成された説明]仲卸業者の冷蔵庫、倉庫が設置されているほか、荷物の仮置場として使用されている
本来、仲卸業者、買参人の積込場所だったが、顧客層の変化、取引形態の変化に伴い、商品の保管機能が必要となっている

ウ）青果棟｜仲卸売場
[image: ]本来の売場（販売、仕分け）として使用している場合、冷蔵庫などを設置して保管機能として使用している場合、さらに事務所として使用している場合など、店舗ごとに使用形態が異なっている
[image: ]仲卸業者ごとに現在の使用形態を踏まえ、小規模事業者向けの共同加工、共同配送のエリア、中規模事業者向けの冷蔵保管スペース、大規模事業者向けの加工・配送センターといった対応が必要となっている。
仲卸売場と買荷保管積込所の間の外壁部分の開口部は常開の状態であり、鳥やネズミなどの侵入の対策がなされていない




[image: 道路, トラック, 天井, 屋内 が含まれている画像

自動的に生成された説明]エ）青果棟｜大通り（荷降し場）、卸売場
大型貨物車（ウィング車）から荷降し作業が行われている
天井高がウィングの開放高いっぱいの状況であり、ウィングが天井に当たる場合もある
[image: 屋内, 道路, 建物, トラック が含まれている画像

自動的に生成された説明]商品は卸売場に配置された後、仲卸売場に移送されるため、動線の交錯が生じている
仲卸業者によっては、大通りの一部で加工作業（小分け、包装、リパックなど）や商品の保管、荷捌きを行っている
ウ）で示した通り、仲卸売場の本来の使い方とは異なる使用形態が存在する。

オ）青果棟｜小通り（高架下冷蔵庫脇）
[image: 建物, 道路, 屋内, 荷物 が含まれている画像

自動的に生成された説明]高架下冷蔵庫と卸売場の間の通路幅は狭く、商品やパレット等の置場として使用されている状況が常態化している
商品搬送の動線として、荷降し場→卸売場→仲卸売場と一方向に流れる形が理想的であるが、建物の構造上通路幅を拡幅することは難しく、搬入のための動線として利用することは難しい


カ）水産棟｜大通り（荷降し場）、卸売場
[image: ]大型貨物車（ウィング車）から荷降し作業が行われている
天井高がウィングの開放高いっぱいの状況であり、ウィングが天井に当たる場合もある
荷降し場→卸売場→仲卸売場と一方向で商品が移送されている



キ）水産棟｜仲卸売場
[image: ]店舗前通路に加工のための作業台や冷蔵ショーケースを常態的に設置している店舗が多く存在しており、店舗の面積が足りていない状況が見られる
卸売場を含め、常時湿度が高く、換気が効いていない状況が見られる
[image: 空港に停まっている電車

自動的に生成された説明][image: ]夏場は室温が40℃以上となる場合があり、商品の荷傷みの原因となっている
店舗によっては天井上に冷蔵庫の室外機を設置する実態があり、室温上昇の原因となっている
仲卸売場と買荷保管積込所の間の外壁部分の開口部は常開の状態であり、鳥やネズミなどの侵入の対策がなされていない




[image: ]ク）水産棟｜立体駐車場（1F　買出人用等駐車場）
仲卸業者と買出人の仕分・積込作業が混在している
[image: ]本来、仲卸業者は各店舗で買出人に向けて商品販売を行っていたが、顧客層の変化、取引形態の変化に伴い、仲卸業者が顧客ごとに仕分けし、各社の配送車に積込み、顧客に届けるという形態に移行しており、仲卸業者の仕分・積込作業のスペースが必要になっている
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[image: 屋外, 道路, 建物, 駐車 が含まれている画像

自動的に生成された説明]ア）青果棟｜小通り
屋外のため、主に駐車場、通路として使用している




イ）青果棟｜小通りから大通りに至る通路
仲卸業者の倉庫があるため、商品の搬入出時に貨物車が駐車する場合がある
通路幅が狭く、大型貨物車が切り返す状況がある




[image: 建物, 天井, オレンジ, 電車 が含まれている画像

自動的に生成された説明][image: 駅のホーム

自動的に生成された説明][image: 建物, 屋内, トラック, 地域 が含まれている画像

自動的に生成された説明]ウ）青果棟｜卸売場
建物部分、屋根部分、および大通り（テント屋根部分）が卸売場として位置づけられている
土もの、果実を取り扱っている
冬季にみかんなどが大量入荷した場合、水産棟卸売場を一時的に使用する場合がある






エ）水産棟｜卸売場
建物部分、屋根部分が卸売場として位置づけられている
建物部分はほとんど使われていない
屋根部分は仲卸業者が量販向けの荷捌きスペースとして使用している




本市場の課題とそれらを解決するための機能強化
本市場の現状の分析から抽出した主な課題を表 11のとおり整理する。

[bookmark: _Ref48677660]表 11　本市場の現状分析から抽出した課題
	項目
	課題

	青果部
	· 卸売場、仲卸売場での動線の交差
· 加工場所や商品の保管・荷捌きスペースの不足
· 小通りでの商品やパレット保管の常態化
· 鳥やネズミなどの侵入対策
· 仲卸業者と買出人の仕分・積込作業が混在

	水産物部
	· 加工スペースの不足
· 卸売場、仲卸売場の高温化
· 湿度が高く、換気が効いていない
· 鳥やネズミなどの侵入対策
· 仲卸業者と買出人の仕分・積込作業が混在

	共用部
	· 外周道路など、目的外用地での荷捌き・積込作業



青果部では、動線の交差や荷捌きスペースの不足など施設配置・用途に起因する問題が最も大きな課題となっている。また、加工・保管場所の不足という点でも、仲卸売場をプレハブで仕切り、定温化して対応している業者もいるが、全体的に不足している状況である。
水産物部では、青果部と同様に加工や仕分する場所の不足という課題を抱えていることと、売場の高温化や湿度の問題が荷痛みに影響していることが最も大きな課題となっている。また、両部門に共通して鳥やネズミなどへの対策という点で、衛生管理も課題となっている。
全国の中央市場が抱える課題も踏まえ、他市場や市場外流通に対しても本市場が競争力を持ち、課題を解決するための方向性として、以下の項目について、本市場で機能強化が必要な項目として抽出した。

· 効率的な動線確保
· 保管・加工・配送・情報発信といった新たな付加価値の提供
· コールドチェーン及び高度な衛生管理の導入
· 防災機能の強化



長寿命化計画と機能強化の関係性
大阪府では、全庁方針である「大阪府ファシリティマネジメント基本方針」及び、市場劣化度調査により施設、設備の劣化状況、耐用年数等を把握し、市場の機能の維持と市場の活性化等の推進を踏まえて作成した、大阪府中央卸売市場中長期保全計画（以下「中長期保全計画」という。）に基づいて、計画的に適切な規模で施設整備を実施している。
中長期保全計画では、市場で今後30年間に必要とされる施設・設備改修、修繕に係る費用を算出したところ、各設備等の耐用年数が大幅に経過しているものが中長期保全計画の初年度に集中することから、今後10年間で改善を図り、以後は計画的に改修・修繕を実施するものとしている。改修が必要な施設等に優先順位を付け、予防保全により長寿命化が図れるものについては、更新時期を遅らせるなど、改修に係る費用を平準化し、適正な形で改修・修繕・予防保全を実施していくための試算を行ったところ、その事業費は、平成29年度から令和28年度までの30年間で312億円となっている。
ただし、この長寿命化計画の対象は、あくまでも表 12に示すような現存する受変電設備や空調、換気設備といった現状施設・設備の不具合や経年劣化に備え機能を維持するための大規模改修、あるいは緊急または予防保全をする必要がある機能の維持補修等が基本であり、本市場の課題を解決するための機能強化の予算は別途必要となる。その場合は現在試算した312億円に加えて機能強化の費用、またその機能強化した設備等の維持管理費用も上乗せしていく必要がある。
1章で示した通り、卸売市場には公益性が高く、大阪府内に安定した食料供給するためにその存在は不可欠である一方、他市場や市場外流通との競争にさらされているため、機能強化を怠ることで、本市場から顧客離れが進むことは避けなければいけない状況である。
現在の市場施設に対して機能強化をした場合、この30年間で312億円＋アルファの予算と、その後には市場全体の更新費用が掛かることを考えた際に、40年50年先を見据えて、機能強化を図り再整備による建替えをどのタイミングで行うことが、トータルコストを考えた際に最も適切かを今後検討していく必要がある。


[bookmark: _Ref49883609]表 12　長寿命化計画の対象となっている主な設備（抜粋）
	区分
	種別
	機器名等
	所在箇所

	電気設備
	受変電設備
	特別高圧受変電設備、
高圧受変電設備、
屋外キューピクル　他
	管理棟、青果棟、
水産棟、冷蔵庫棟、
加工施設　他

	
	中央監視設備
	中央監視装置、CPU.ICU盤、
入出力装置、補助継電器盤　他
	管理棟、冷蔵庫棟

	
	照明設備
	LED証明、廃ポール照明灯
	管理棟、青果棟、水産棟　他

	機械設備
	空調設備
	冷却塔、冷却水ポンプ、
パッケージ型空調機、
ヒートポンプ型ルームエアコン、空調調和器　他
	管理棟、青果棟、水産棟　他

	
	換気設備
	吸気・排気ファン、有圧換気扇　他
	管理棟、青果棟、水産棟　他

	
	衛生設備
	洗面器、便器　他
	管理棟、青果棟、水産棟　他

	非常用発電設備
	非常用発電機、MG制御盤、
オイルタンク、動力盤　他
	管理棟、冷蔵庫棟

	直流電源設備
	直流電源装置、整流器、蓄電池　等
	管理棟、青果棟、冷蔵庫棟


資料：大阪府中央卸売市場「大阪府中央卸売市場長寿命化計画」（平成29年）を編集

※基本的に現存設備のみで、新たな加工保管施設、冷蔵庫・保管庫の増設、コールドチェーンを確保するための開閉設備、高度な衛生管理のための閉鎖型施設や非常用発電としての太陽光発電の導入等の改修・増築等は含んでいない
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